
令和８年度 ワークショップスタートアップ支援 

受講者を募集します！ 

 

～はじめに～ 

最近さまざまな場所で目にする「ワークショップ」。自分もやってみたい！とは思っても、はじめの一歩をどうやって踏み

出せばよいのか、その方法を知ったり学んだりする機会にはなかなか出会えません。すでにワークショップの分野で活動し

ている芸術家たちは、どのようにしてワークショップを始めたのでしょうか。そして、ワークショップはどのようにして生ま

れるのでしょうか。この「ワークショップスタートアップ支援」は、そんな「やってみたい！」という気持ちを持つアーティスト

のみなさんが、ワークショップのアイデアをかたちにできるよう財団職員が伴走するものです。 

 

また、ひとことで「ワークショップ」と言っても、その企画のアプローチは多様です。アーティストの世界の捉え方や考え方

に触れられるもの、参加者の日常に変化をもたらすものなど、単なるものづくりの体験にとどまらない取り組みが、学校

園や福祉施設などの現場で広がってきています。 

財団事業でもそういったワークショップに積極的に取り組んでいることから、ここでは、みなさんの制作スタイルやアー

ティストとしての価値観やアイデアが活かされた企画になるよう、私たちも一緒に試行錯誤していきたいと思っています。 

はじめて挑戦する方も、企画やスキルを磨きたい方も、まだイメージがつかない方も、ご応募をお待ちしております！ 

 

●期間 

202６年 6～１０月 

※１０月頃にワークショップのランスルーを行います。 

 

●募集人数 

 2 名 （堺市新進アーティストバンク美術部門登録者） 

※昨年度の受講者もご応募いただけますが、定員を超えた場合は、初めての方を優先した上で抽選を行います。 

 

●応募方法 

 ５月２４日（日）までに、名前と参加希望の旨を記載し、メールにご返信ください。 

 

●主な支援内容 

・学校園やこども食堂等でのワークショップに携わってきた財団職員が、コーディネーターの視点から、企画や参加

者との関わり方に対してアドバイスやフィードバックを行います。 

・研修にかかる材料費（目安：最大 2 万円）、およびワークショップに使用する施設使用料は、財団が負担します。 

※特殊な場所や材料が必要になる場合は、企画内容の調整をお願いする可能性があります。 

 

●どんなワークショップをめざすの？ 

例えば… 

〇アーティストの価値観や制作スタイルを参加者と共有するようなワークショップ 

アーティストならではの「ものの見方」を知ることで参加者の日常がちょっと面白くなったり、アーティストと同じような思考や手法

を体験することで、芸術や制作の面白さを参加者と分かち合えたりするかもしれません。 

〇対象となる参加者にアートで寄り添ったワークショップ 

制作過程で自然と参加者同士のコミュニケーションが生まれたり、自分の感覚に集中して制作してみることで自分自身を大切に思

えたり、参加者が新たな自分に出会うような場にすることもできるかもしれません。 

堺市新進アーティストバンク 



●想定される実施先・対象のイメージ 

財団の主催事業では、主に以下のような場所・対象にワークショップを実施しています。 

【幼稚園/こども園、小・中学校、特別支援学校、こども食堂につどう地域の人、子育てサークルに集まる親子、etc.】 

想定する実施先・対象は、初回のオリエンテーション以降、企画内容を考えながら決めていきます。 

上記以外に、ご自身で興味のある場所や対象を想定してワークショップを企画していただいてもかまいません。 

※今回の研修では、財団職員や関係者が参加者役となってワークショップのランスルーを実施します。 

 

●全体の流れ  

・財団職員とのやり取りは、主にメールやオンラインミーティング、必要に応じて対面で行います。 

・対面実施のオリエンテーションとワークショップランスルーの日程・場所は、受講者決定後に担当者と調整します。 
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お問合せ 

公益財団法人堺市文化振興財団   担当：川﨑 

〒590-0061 堺市堺区翁橋町 2 丁１－１ 

TEL 072-228-0880 / 072-228-0114 （平日 9:00～17:30）   

FAX 072-228-0115 

E-Mail jigyo@sakai-bunshin.com 

昨年度の実施の様子 

オリエンテーション 

やってみたい内容、対象や場所のイメージを財団職員と一緒にふくらませます。 

ランスルー当日まで、私たちと一緒にワークショップをつくっていきましょう！ 

企画づくり 

オリエンテーションで話し合ったことに基づいて企画の方向性を定め、 

財団職員とやり取りしながら企画の概要をまとめていきます。 

自分の制作スタイルや専門性は、どのようなかたちで 

ワークショップに繋がっていくのでしょうか？ 

ワークショップランスルー当日 
 

実際の対象者や場所をイメージしながら、いよいよ実践！ 
財団職員や関係者が参加者役となり、企画したワークショップを体験します。 

 

ランスルー終了後、ふりかえりを行い、それぞれの立場から感想や気づいた

ことなどを共有します。 

進行案づくり 

説明はどうやってする？材料はいつ配る？時間配分は？会場の設えは？ 

実際にワークショップをするには考えなければならないことがたくさん！ 

参加者と一緒に安心安全にその時間を楽しむために、そして自信をもって進め

られるよう、実践に向けてワークショップの詳細を「進行案」としてまとめます。 

 

▼ 

▼ 

▼ 

なるべく受講してほしい！ 

アーティストカレッジ 
 

【講座①】こどもに寄り添う音

楽の時間の作り方 

6/4（木）19:00-※オンライン 

☆「音楽の時間」というタイトルですが、

講座の中心は「こどもの発達段階」や未

就学児との関わり方です。美術分野でも

きっと活かせる知識が学べるはずです！ 

 

【講座②】話し方がもっと上手に

なる！MC 講座 

6/27(土)10:00-※対面実施 

 

【講座③】芸術家が地域と出会

うーアウトリーチの現在 

7/29（水）19:00-※オンライン 

 

他にも、情報公開前ですが、音楽ワーク

ショップや演劇ワークショップを体験で

きる講座も予定しています。 

専門外のワークショップを体験してみる

ことで、他ジャンルのワークショップとの

共通点や参加者の気持ちを味わうこと

ができるかもしれません。積極的にご参

加いただけると嬉しいです！ 

 

アーティストカレッジ 

詳細はこちら➡ 

mailto:jigyo@sakai-bunshin.com

